
 

の
世
帯
に
配
布
し
始
め
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
海
は
環
境
影
響
評
価
の
手

続
き
を
終
え
、
工
事
実
施
計
画
を
国

土
交
通
省
に
申
請
し
、
認
可
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
沿
線

の
住
民
へ
の
説
明
は
ほ
と
ん
ど
お
こ

な
わ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。 

春
日
井
市
の
場
合
は
、
亜
炭
鉱
廃

坑
の
陥
没
、
水
資
源
の
枯
渇
や
汚
染
、

非
常
口
か
ら
工
事
車
両
が
１
０
年
以

上
走
行
す
る
こ
と
（
熊
野
町
は
１
日

８
０
０
台
な
ど
）
に
よ
る
騒
音
や
排

気
ガ
ス
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。 そ

こ
で
、
春
日
井
で
は
、
亜
炭
鉱

廃
坑
及
び
土
砂
が
運
び
出
さ
れ
る
立

坑
周
辺
の
市
民
が
よ
び
か
け
人
と
な

り
、「
春
日
井
リ
ニ
ア
を
問
う
会
（
仮

称
）
」
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
結
成
総
会
を
１
０
月
１
８
日
に

行
い
、
広
範
な
市
民
に
よ
る
運
動
を

す
す
め
て
い
く
計
画
で
す
。 

春
日
井
市
内
を
リ
ニ
ア
が
縦
断
す

る
計
画
が
明
ら
か
に
な
る
も
と
で
、
地

元
か
ら
は
疑
問
や
不
安
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
声
に
こ
た
え
よ
う

と
、
尾
中
地
区
は
７
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
。
幅
広
い
１
５
０
人
が
参
加
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し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
に
は
、
国

会
議
員
団
と
と
も
に
ト
ン
ネ
ル
掘
削

工
事
を
行
う
非
常
口
（
立
坑
）
予
定

地
を
視
察
。
こ
の
現
地
調
査
を
踏
ま

え
た
チ
ラ
シ
を
地
区
委
員
会
が
７
万

枚
作
成
。
リ
ニ
ア
建
設
予
定
地
沿
線

 

東
京-

名
古
屋
間
を
４
０
分
で
結

ぶ
「
夢
の
リ
ニ
ア
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
問
題
点
は
山
積
で
す
。 

ト
ン
ネ
ル
か
ら
出
る
膨
大
な
残
土

の
処
理
方
法
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
環
境
大
臣
の
意
見
が
求
め
た
残

土
置
き
場
ご
と
の
「
管
理
計
画
」
は

ま
っ
た
く
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

工
事
に
よ
る
水
脈
の
切
断
は
、
地

下
水
に
影
響
し
ま
す
。
南
ア
ル
プ
ス

の
工
事
で
は
、
大
井
川
の
水
量
が
毎

秒
２
㌧
も
減
る
予
測
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。 

工
事
用
車
両
の
排
ガ
ス
に
よ
る
大

気
汚
染
や
騒
音
、
交
通
事
故
、
動
植

物
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
活
断
層
を
貫
く
ト
ン
ネ

ル
走
行
中
に
大
地
震
や
車
両
火
災
が

あ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
避
難
は
で
き
ま

せ
ん
。
東
海
道
新
幹
線
の
３
倍
超
と

な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
浪
費
も
「
看
過
で

き
な
い
」（
環
境
大
臣
意
見
）
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。 

需
要
の
見
通
し
も
甘
い
。
人
口
が

減
少
す
る
と
い
う
の
に
、
大
阪
ま
で

の
開
業
で
１
５
％
の
増
収
に
な
る
と

当
て
込
ん
で
い
ま
す
。
駅
周
辺
の
再

開
発
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
建
設
な
ど

沿
線
自
治
体
の
負
担
も
膨
れ
上
が
り

ま
す
。
名
古
屋
ま
で
の
建
設
費
は
９

３
５
億
円
も
増
加
し
、
今
後
も
増
え

続
け
る
こ
と
は
必
至
で
、
国
民
や
利

用
者
の
負
担
に
な
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
で
は
「
悪
夢
の
リ
ニ
ア
」

で
し
ょ
う
。 

日
本
共
産
党
は
大
規
模
な
環
境
破

壊
は
国
民
共
通
の
課
題
で
あ
る
と
し

て
、
工
事
を
認
可
す
べ
き
で
な
い
と

主
張
。
問
題
山
積
な
の
に
、
置
き
去
り

に
し
た
ま
ま
の
「
見
切
り
発
車
」
は
絶

対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

 


